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Bull. Natl. Inst. Anim. Health No. 111.  1-8 (March 2005)
8 県病理担当者，動物衛生研究所，動物衛生研究所七戸研究施設
Chemicon International）の免疫組織化学的染色法によ
りⅡ型上皮細胞の軽度増数と脱落が認められた。肺胞腔
内にもサーファクタントの貯留を認めた。
その他の所見としては第四胃の粘膜固有層に軽度のリ
ンパ球と形質細胞の浸潤をびまん性に認めた。大脳の線
条体および間脳では白質の軽度空胞化が認められた。
病原検索：未実施。
診断と討議：組織診断名は3-メチルインドール投与牛
にみられた肺水腫の著しい急性間質性肺炎，疾病診断名
は3-メチルインドールの実験投与例（3-メチルインドー
ルによる急性間質性肺炎）とされた。肺病変について
は，3MIが主として肺胞上皮細胞を傷害し，それに伴い
水腫，硝子膜形成および細胞浸潤と起きている像，すな
わち間質性肺炎の初期変化であると考えられた。今後は
さらに病態の進んだ症例について解析し，病変の転帰に
ついて明らかにする必要がある。
10. ハイエナ病様体型を示した牛の大腿骨骨端軟骨の異
形成
提出者：大山貴行（岩手県）
提出標本：牛の大腿骨
病　歴：牛，黒毛和種，12ヵ月齢，雌，繁殖。2002
年7月18日出生，6ヵ月齢時より十字高部の沈下，後躯の
発育不良および歩様蹌踉が認められ，著しく症状が顕著
化した12ヶ月齢時に病性鑑定を実施した。発生は1頭の
みで，当該牛母牛は泌乳能力が低下しており，出生直後
から4ヵ月齢時まで人工哺乳を実施し，併せてビタミン
AおよびEを含む飼料添加剤を給与した（推定給与総量
はビタミンA：505，500IU，酢酸dl-α-トコフェロー
ル：1.005mg）。剖検時，体高115cmおよび十字部高
100cmで，日本飼養標準発育計算値に比して，体高はほ
ぼ正常範囲内で成長していたのに対し，十字部高は14cm
低下していた。背線は後方に向かい斜傾し，膝関節の伸
張は不十分で，常に屈曲しておりハイエナ病様の体型を
示していた。
剖検所見：大腿骨は短縮し，骨頭はやや扁平化してい
た。同部骨端部の割面において，骨端軟骨板は波状走行
して幅は不整で，中央部より骨幹に向け縦方向に走る白
色線状病巣が観察された。各関節では関節液の中等度増
量が認められた。他臓器では空腸に幅10mm体長1mの
条虫1隻の寄生を認め，両眼球水晶体は混濁していた。
組織所見：大腿骨骨頭部の骨端軟骨板中央部は軟骨板
が消失し，縦方向に走行する骨梁が形成されていた（写
真10）。増殖層における軟骨細胞は減数し，柱状配列は
不明瞭で，線維性骨組織が増生していた。アルシアンブ
ルーおよびトルイジンブルー染色において異染性を示す
軟骨器質は部分的に不均質，細線維状であった。また乳
頭状に軟骨細胞が増生する部分も観察された。石灰化層
の骨端側表面および静止層の類骨において破骨細胞およ
び骨芽細胞の腫大および増生が認められた。他臓器では，
空腸の固有層から漿膜に瀰漫性の好酸球を主とする炎症
細胞浸潤が，水晶体では水晶体上皮細胞の増生および直
下実質の顆粒状・好酸性増加を示す変性病変が認められ
た。
病原検索：有意菌は分離されなかった。
診断と討議：組織診断名は大腿骨骨端軟骨の異形成と
され，疾病診断は不明であった。本病の原因について討
議され，臨床症状よりハイエナ病が疑われたが，病理学
的所見よりハイエナ病に観察される全身の長骨に病変が
認められず，大腿骨にのみ病変が認められたこと，また
疫学的にビタミンA過剰投与歴がなかった点から，本病
の関与は否定的であるとの意見が出された。本事例は大
腿骨の骨端軟骨の部分的閉鎖が観察されたことからハイ
エ病様の体型の異常に至ったと思われた。
写真10 大腿骨骨頭部の骨端軟骨板中央部は軟骨板
が消失し，縦方向に走行する骨梁が形成さ
れていた（写真右側）。HE染色，×40。
